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平成１７年度決算状況平成１７年度決算状況平成１７年度決算状況
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預貸金残高の状況預貸金残高の状況
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(億円)

預金等残高

貸出金残高

おかげさまで残高は９年連続の増加９年連続の増加となりました

ご預金は４兆円４兆円、ご融資は３兆円３兆円の大台を突破

～ 預貸金残高の推移 ～～ 預貸金残高の推移 ～

＜預貸金残高＞ （億円）

１８／３
前年度比 増加率

預金等残高 41,154 ＋ 1,609 ＋ 4.1%
うち個人預金 26,668 ＋ 136 ＋ 0.5%

貸出金残高 30,421 ＋ 1,639 ＋ 5.7%
うち個人融資 7,771 ＋ 471 ＋ 6.5%

ご融資
３兆円突破

ご預金
４兆円突破
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ご預金の状況ご預金の状況

愛媛県内のお客さまの愛媛県内のお客さまのご預金が約８割を占めております約８割を占めております

おかげさまで、愛媛県内のシェアは５割を超えております愛媛県内のシェアは５割を超えております

愛媛県内
79.1%

海外
0.2%

九州

3.4%
中国
4.7%

四国
4.3%

東京・名古屋
5.7%

近畿
2.6%

＜ 預金等残高 地域別構成比率 ＞

１８年３月の残高
４兆１，１５４億円

（前年比１，６０９億円増加）

１８年３月の残高
４兆１，１５４億円

（前年比１，６０９億円増加）

都銀・信託
6.2%

信金
11.5%

第二地銀
22.1% 当行

53.1%

当行以外の
地銀
7.1%

＜ 愛媛県内シェア ＞

（平成１８年３月末）

シェアは約５３％

愛媛県内のお客さまが

約 ８割

愛媛県内のお客さまが

約 ８割

（銀行・信用金庫でのシェア）

ご預金は皆さまからいただく「ご信頼のバロメーター」と考えております
引き続きご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます
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ご融資の状況ご融資の状況

愛媛県を中心に瀬戸内県域のお客さまに広くご利用いただいております

（約６割が愛媛県内、約８割強が瀬戸内圏域約６割が愛媛県内、約８割強が瀬戸内圏域のお客さま）

四国

6.5%

九州

6.6%

中国

10.0%

近畿

6.7%

東京・名古屋

9.9%

愛媛県内

60 .4%

＜ ご融資残高 地域別構成比率 ＞

１８年３月の残高
３兆４２１億円

（前年比１，６３９億円増加）

瀬戸内圏域の構成比は約８割強
愛媛県内の構成比は約６割

瀬戸内圏域の構成比は約８割強
愛媛県内の構成比は約６割

都銀・信託
9.0%

信金
8.9%

第二地銀
26.8%

当行
39.8%

当行以外の
地銀
15.5%

＜貸出金愛媛県内シェア＞

（平成１８年３月末）

シェアは約４０％シェアは約４０％
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開示不良債権の状況開示不良債権の状況

正常債権 30,561億円
（97.50％）
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要管理債権

危険債権

破産更生債権

開示不良債権比率

＜金融再生法開示債権の状況＞ ＜開示債権額・比率推移＞

開示不良債権比率 ２. ４９％

（ 地銀平均４.７０％ ）

健全性の目安となる開示不良債権比率は、２％台半ばまで低下２％台半ばまで低下しております
（残高は前年比１９０億円減少）（残高は前年比１９０億円減少）

（平成１８年３月末）

＜開示不良債権に対する保全率＞

開示不良債権残高782億円

保全率 84.08 ％

担保保証等

399億円

貸倒引当金

258億円

開示不良債権 782億円
（2.49％）
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信用コストの状況信用コストの状況

１３８億円

３６億円

６０億円

-50 -25 0 25 50 75 100 125 150 175 200

18年3月期

17年3月期

16年3月期

信用コスト 不良債権処理額 一般貸倒引当金繰入額

※信用コストとは ･･･ 貸出の引当・償却等、不良債権処理に伴い発生する損失です
（ 一般貸倒引当金 ＋ 不良債権処理額 ）

お取引先さまの経営改善のご努力により、
信用コストは一段と減少しております

＜信用コストの推移＞＜信用コストの推移＞

費用であるため少ない方が良い
12
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1,968

1,294

1,172

500 1,000 1,500 2,000 2,500

（億円）

18年3月末

17年3月末

16年3月末

有価証券評価益および自己資本比率の状況有価証券評価益および自己資本比率の状況

● 有価証券評価益・自己資本比率ともに高水準を維持しております有価証券評価益・自己資本比率ともに高水準を維持しております

＜有価証券評価益の推移＞

高い健全性が評価され、外部格付「ＡＡ-」を取得いたしました

地銀トップクラス

＜自己資本比率(連結)の推移＞

（11,715
円）

（11,668
円）

（17,059
円）

（日経平均株価）

12.16

11.90

11.36

4.00 8.00 12.00 ％

18年3月末

17年3月末

16年3月末

地銀トップクラスの含み益

国際基準の８％を十分にクリア

億円

％

＜自己資本比率（連結）の推移＞
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利益の推移利益の推移

0
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15/3 16/3 17/3 18/3 19/3予想

(億円) 信用コスト

コア業務純益

経常利益

当期純利益

信用コスト

３年間で信用コストは１７９億円減少３年間で信用コストは１７９億円減少

コア業務純益・経常利益・当期純利益ともに過去最高過去最高となりました

その要因は信用コストの大幅減少信用コストの大幅減少によるものです

＜３年間の利益と信用コストの推移＞＜３年間の利益と信用コストの推移＞

179 193

258
299

314 336

１７/３期
６．０円

１６/３期
５．０円

◇ 過去最高益を受けて、増配いたしました
◇ さらに今期（中間期）は記念配当を実施する予定です

１９/３期
７.５円（予定）

１８/３期
７．０円

310

345

200

配当の推移配当の推移
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株主さまの状況株主さまの状況

約８割が愛媛県内の株主さまです

＜ 株主さまの構成比 ＞

愛媛県内の

株主さま

７７．５％

愛媛県内の

株主さま

７７．５％

県外の株主さま

２１．６％

外国人株主さま

０．９％

１８年３月末の

株主さま

１５，８０３先

１８年３月末の

株主さま

１５，８０３先
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当行株価の推移当行株価の推移

当行株価は、堅調に推移しております
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当行株価

日経平均株価
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